
 支払基金統一事例 

【 投薬 】 

 

５５６ ジクロフェナクナトリウム坐剤・注腸軟膏剤（痔核手術後の患者）の

算定について 

 

《令和７年５月３０日》 

 

○ 取扱い 

 

適応傷病名がある場合の痔核手術後の患者に対するジクロフェナクナトリ

ウム【坐剤・注腸軟膏剤】（ボルタレンサポ等）の算定は、原則として認めら

れる。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

ジクロフェナクナトリウム坐剤については、添付文書の禁忌の項に、痔疾

のある患者は粘膜刺激作用により症状が悪化することがある旨記載されてい

るが、痔核手術後はその症状が改善されており、当該医薬品の適応傷病名に

対する投与は有用と考えられる。 

以上のことから、適応傷病名がある場合の痔核手術後の患者に対するジク

ロフェナクナトリウム【坐剤・注腸軟膏剤】（ボルタレンサポ等）の算定

は、原則として認められると判断した。 
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